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福島県立美術館 

2018年 4月 28日（土）～ 6月 24日（日） 



 

【展覧会名】  テレビユー福島開局 35 周年記念 
 「ポーラ美術館コレクション―モネ、ルノワールからピカソまで」展 

【会   期】 平成 30 年 4 月 28 日（土）～ 6 月 24 日（日） 

【 休 館 日 】 毎週月曜日 ただし 4 月 30 日（月）は開館 

【開館時間】  9:30～17:00（入館は 16:30 まで） 

 5 月 23 日（水）、6 月 23 日（土）は 20:00 まで開館（入館は 19:30 まで） 

         ※常設展はいずれも 17:00 まで 

【会  場】  福島県立美術館 〒960-8003 福島市森合字西養山 1 番地 

【主   催】   ポーラ美術館コレクション福島展実行委員会 

        ［構成：福島県立美術館・テレビユー福島・福島民報社・ラジオ福島］ 

         公益財団法人ポーラ美術振興財団 ポーラ美術館 

【協   賛】  東邦銀行／東北電力／福島トヨタ／ベスト学院進学塾／ベスト個別学院／ 

 JA グループ福島／NISSHA 株式会社 

【後   援】   福島県／福島県教育委員会／福島市／福島市教育委員会／ 

 福島県商工会議所連合会／福島商工会議所／福島県商工会連合会／NHK福島放送局／ 

 福島テレビ／福島中央テレビ／ふくしま FM／東北放送／テレビユー山形／新潟放送 

【協   力】  日本通運／福島交通／阿武隈急行／フォーラム福島 

【企画 制作】  TBS テレビ   

【企画 協力】  テモアン 

【観  覧  料】  当日券：一般＝1,300（1,100）円／大学生・専門学校生＝1,100（900）円 

  小・中・高校生＝650（500）円 

 ※小学生未満は無料。※（ ）内は前売りおよび 20 名様以上の団体料金。 

 ※展覧会の観覧券で常設展も併せて鑑賞できます。※障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手 

 帳のご提示で企画展・常設展とも無料（それぞれ第 1 種または 1 級の場合は付添いの方 1 名も無料） 

 ※チケット購入の際には、学生証のご提示をお願いします。 

【前 売 券】  4 月 27 日（金）まで以下の場所で販売 

  福島県立美術館、とうほう・みんなの文化センター(福島県文化センター)、福島県庁消費組合、福島

市役所売店、福島交通飯坂線福島駅・桜水駅・飯坂温泉駅、阿武隈急行福島駅・保原駅・梁川駅・丸

森駅・角田駅、中合福島店、郡山市民文化センター、うすい百貨店、會津風雅堂、喜多方プラザ、福

島民報社本社・郡山本社・各支社・支局、福島民報販売店、チケットぴあ（Pコード：768-828）、ロ

ーソンチケット（Lコード：22228）、セブンチケットほか 

【S  N  S】  展覧会公式ホームページ http://pola -fukushima.rfc.jp/  

        Facebook  https://www.facebook.com/polafukushima2018 art  

        Twitter  https://twitter.com/pola_fukushima  

【お問合せ】 福島県立美術館 Tel :024-531-5511  Fax:024-531-0447  https://art -museum.fcs.ed.jp  

   〈展覧会担当〉坂本篤史、橋本恵里  

  E-mail ：sakamoto.atsushi@fcs.ed.jp／eri.hashimoto@fcs.ed.jp 

開 催 概 要 



 

 

2002 年、箱根に開館したポーラ美術館は、西洋近代絵画をはじめ、日本の洋画・日本画、ガラス工芸、

東洋陶磁など、約１万点にもおよぶ美術品を所蔵しています。  

 この展覧会では、同美術館が誇る西洋美術のコレクションより、19 世紀後半から 20 世紀まで、フラ

ンスを中心に活動した計 20 名の美術家たちの作品 72 点をご紹介します。うつろいゆく光の表現を追求

した印象派から、色彩の解放を目指したフォーヴィスム（野獣派）、造形の冒険を試みたキュビスム（立

体派）まで、西洋美術の個性豊かな展開をたどります。 

 同美術館を代表するルノワールの《レースの帽子の少女》をはじめ、モネ、ルノワール、ピカソは各

8 点、そのほかピサロ、セザンヌ、ゴーガン、マティスなどが出品されます。選び抜かれた珠玉の作品

を会場でお楽しみください。 

 

出品内容 

カミーユ･ピサロ、クロード･モネ、ピエール･オーギュスト･ルノワール、ポール･セザンヌ、ポール･ゴ

ーガン、アンリ･マティス、パブロ･ピカソなど、計 20 作家、72 作品を出品予定 

 

 

カミーユ･ピサロ《エラニーの花咲く梨の木、朝》1886 年 ピエール・ボナール《浴槽、ブルーのハーモニー》1917 年頃 

 

 

○○ポーラ美術館について○○ 

 

ポーラ美術館は、2002年に神奈川県箱根町に開館しました。コレクションは、ポーラ創業家 2 代目の鈴

木常司氏（すずき・つねし）が 40数年間にわたり収集したもので、西洋絵画、日本の洋画、日本画、版

画、東洋陶磁、ガラス工芸、古今東西の化粧道具など総数 1 万点にのぼります。「美しい絵をみると、自

然と気持ちが落ち着き、心が和む。さらに絵画は不思議なことに、重大な決断を後押しする勇気を与え

てくれる―」。鈴木氏はこのような言葉を残しました。コレクションには、「優しさ」や「エレガンス」、

「自然の美」などを感じさせる作品が数多くみられます。収集家の思いが結集した選び抜かれたコレク

ションの数々をご紹介いたします。 

展 覧 会 概 要 

 



第 1 章 印象派の誕生：モネとルノワール ３１点 

～1章のみどころ～ 

○モネ、ルノワールが８点ずつ展示されます。 

 

○ポーラ美術館の顔であるルノワール《レースの帽子の少女》(1891年)は県内初公開です。 

 

○光の表現を追求した印象派の絵画から、描かれた時の様子が臨場感とともに伝わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この章では近代絵画の扉を開いたマネ、写実主義のクールベの作品から始まり、モネ、ルノワール、ピ

サロ等、印象派の巨匠達の作品を紹介します。印象派とは、19 世紀後半のフランスに起きた最も重要な

絵画運動です。1874 年春に、当時の美術界の権威であった官展（サロン）に対抗して最初の団体展を開

いた際、モネの《印象―日の出》（1872 年）をもじって批評家が彼らを印象派と呼んだのが、そのまま

絵画運動の名前として定着しました。屋外制作の姿勢を重んじ、光を意識した明るい色彩表現と大胆な

筆使いが特徴といえます。また、近代化の波を受け大きく姿を変えゆく同時代の街並みや、娯楽を楽し

む人びとの姿をモチーフとして選択した点も革新的な面でした。光輝く絵肌の効果をお楽しみください。 

エドゥアール・マネ《サラマンカの学生たち》1860 年 

ピエール・オーギュスト・ルノワール 

《水浴の女》1887 年 

クロード・モネ《ジヴェルニーの積みわら》1884 年 

展 示 構 成 



◆第２章 色彩の解放：セザンヌからフォーヴへ ２９点 

～２章のみどころ～ 

○「近代絵画の父」セザンヌの作品は５点出品されます。 

 

○マティスなどフォーヴィスムを代表する作家やエコール・ド・パリの 

人気画家たちの作品が一堂に集います。 

 

○心躍るような華々しい色彩の世界をお楽しみいただけます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「近代絵画の父」と称されるセザンヌは、絵画およびモチーフの本質を描き出すことに生涯向き合った

画家です。印象派が追求した光の問題から次の次元に、彼は駒を進めました。そして 20 世紀に入ると、

マティスを筆頭としたフォーヴィスム（野獣派）の運動が活発に展開されました。彼らの絵画は、それ

までの絵画史において見られることのなかった激しい色彩表現を特徴としています。そのような新しい

美術表現が生まれる舞台となったパリには、外国からもヴァン・ドンゲン、キスリングなど多くの作家

達が集いました。彼ら外国人作家とその仲間達を指して「エコール・ド・パリ」と呼びます。真の芸術

と独自性を求めて、多様に展開された表現の様相をご覧ください。 

ポール・セザンヌ《4 人の水浴の女たち》1877-1878 年 

 

ラウル・デュフィ《ドーヴィルの競馬場》1935-1940 年 

 

ポール・セザンヌ《砂糖壺、梨とテーブルクロス》 

1893-1894 年 

 

アンリ・マティス《中国の花瓶》1922 年 

 



◆第３章 造形の冒険：ピカソとブラック １２点 

 

～３章のみどころ～ 

○ブラックは４点、ピカソは８点、キュビスムの両巨匠の作品が集います。 

 

○ピカソの画業の初期から後期まで作風の変遷を辿ることができます。 

 

○新たな造形を追求した二人の冒険がいかに大胆なものであったか、要注目です。 

 

 

1907-1908 年頃、ピカソとブラックは、幾何学的な形態を用いて画面を構成する「キュビスム」という

様式を確立しました。キュビスム初期の彼らの芸術は、「自然を円筒、円錐、球として扱う」と語ったセ

ザンヌの芸術に霊感を得るところが大きく、モチーフを基本的形態と量によって捉えようとしました。

そこからキュビスムは様々な段階を経て、20 世紀の美術・デザインに多大な影響を及ぼしました。ここ

では、キュビスムの典型的な作品のほか、ブラックの初期作品や古典への回帰を示すピカソの作品も展

示します。特にピカソは、年代の異なる作品計 8 点を出品します。新たな造形へと挑戦し続けた巨匠の

姿に迫ります。 
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講演会 ※聴講無料、満席の場合は入場を制限させていただくことがあります。 

●「1910 年代フランス：モネやピカソが生きた激動の時代」 

・日時：4 月 28 日（土) 14：00～15:30 

・講師：木島俊介氏（ポーラ美術館館長、本展監修者） 

・会場：美術館講堂（定員 250 名、聴講無料） 

 

ワークショップ（詳細・申込方法等は公式ホームページをご覧ください） 

① 「美術館の庭で油絵を描こう」（＊3 回連続） 

・日時：5 月 20 日（日）、26 日（土）、27 日（日）10:30～15:00 まで ※お昼をはさみます。 

・講師：後藤學氏（喜多方市美術館館長） 

・会場：美術館庭園、実習室（対象：高校生以上、16 名程度 ※抽選） 

・費用：キャンバス代 2000 円程度 ※油彩画道具をお持ちでない方は貸出します（＋500 円） 

・締切 ：4 月 30 日（月・祝） 

 

②「てんてん絵画体験！」 

・日時：6 月 10 日（日） ①10:00～12:00 ②14:00～16：00  

・講師：美術館スタッフ 

・会場：美術館実習室（対象：小・中学生、各回 12 名程度 ※抽選 ※未就学児は要相談） 

・費用：材料費 500 円程度 

・締切日：5 月 29 日（火） 

 

ギャラリートーク◆展覧会について担当学芸員が解説をします。 

5 月 11 日（金）、5 月 25 日（金）、6 月 1 日（金）、6 月 15 日（金）14:00 から約 30 分程度 

※企画展チケットをご購入の上、展示室入口にお集まりください。 

 

映画上映 特別シネマアワー フォーラム福島連携企画 ※上記のイベントとは会場が異なります。 

芸術界の巨匠達の姿に迫る名作を一挙に上映します。※上映作品は変更される場合があります。 

4/28-5/11  「セザンヌと過ごした時間」 

5/5-18   「ゴッホ最期の手紙」 

5/12-18   「ゴーギャン タヒチ、楽園への旅」 

5/19-25   「リュミエール！」 

5/26-6/1  「ルノワール 陽だまりの裸婦」 

フォーラム福島（福島市曽根田町 7-8 TEL: 024 -533-1717） 

展覧会観覧券の半券をご提示で、通常料金 1,700 円→1,100 円に割引 

県立美術館友の会会員証をご提示の方は、1000 円に割引 

関 連 イ ベ ン ト 

 



 

 

 

 

 

 

「テレビユー福島開局 35 周年記念 ポーラ美術館コレクション―モネ、ルノワールからピカソまで」展をご

紹介いただく場合、注意事項をご確認の上、別紙「取材申込書・作品画像貸出申請書」に必要事項をご記入の

上、FAX またはメールにてご連絡下さい。 

 

展覧会をご紹介いただく場合 

記事・番組内容について、情報確認のためゲラ刷り段階の原稿を美術館までお送り願います。 

掲載紙・誌、もしくは録画 DVD を県立美術館までお送りいただければ幸いです。 

 

広報写真掲載について 

１．作品は全図で使用してください。部分使用や作品に文字や他のイメージを重ねることはできません。 

２．単色使用の場合、黒を使用してください。 

３．使用する写真それぞれに、作家名、作品名、制作年、クレジットの明記をお願いします。（「取材申込書・

作品画像貸出申請書」をご参照ください） 

４．写真の使用は本展を紹介する場合に限らせていただきます。展覧会終了後の放送・掲載は原則としてお

断りいたします。 

５．インターネットでご紹介いただく場合、サイズは 72dpi.（1cm あたり 30 ピクセル）の大きさまでとし、

一辺が 15cm 以下とします。また画像にコピーガードをお掛けください。 

 

読者プレゼントのご提供について 

写真 1 点以上ご掲載の上、本展をご紹介いただける場合、本展観覧券を御紙・誌の読者にプレゼントいたしま

す（5 組 10 名様まで）。「取材申込書・作品画像貸出申込書」にてお申し込み下さい。 

 

 

 

ƍ 取材、画像掲載に関するお問合せ ƍ 

福島県立美術館 担当：橋本恵里  

TEL:024 -531-5511 FAX:024 -531-0447 

〒960-8003 福島県福島市森合字西養山 1 番地 

  eri.hashimoto@fcs.ed.jp 

 

 

取材・掲載に関するご案内 


